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研究成果の概要（和文）：出雲市一中校区の小・中学校の児童、学生を対象に生活に関するアンケート調査、血
清コルチゾール測定、長期欠席者に関する調査を実施した。2008 -2017年度までの10年間の生活に関するアンケ
ート調査結果を前期(2008-2012年度)と後期(2013-2017年度)に分けて検討した。中学生では朝6時30分までに起
床するものの割合は前期と比べ後期のほうが増加していた。血清コルチゾールと生活習慣の関係を検討した。血
清コルチゾール値は中学生の規則正しい生活習慣と関連があることが示された。長期欠席者の割合は小学6年生
から中学1年生に進級後、増加した。

研究成果の概要（英文）：Elementary and middle school students of the Izumo First Junior High School 
district answered a questionnaire on their life, underwent serum cortisol measurements, and were 
surveyed regarding long-term absenteeism. The results of the questionnaire on life during the 10 
years from the 2008 to 2017 academic years were sorted into a first period (2008-2012) and a second 
period (2013-2017). The percentage of middle school students who woke up by 6:30 in the morning 
increased in the second period compared with the first period. An examination of the association 
between serum cortisol and lifestyle showed serum cortisol levels were associated with a disciplined
 lifestyle in middle school students. Analysis of long-term absenteeism in sixth-year elementary 
school students and middle school students revealed an increase in the percentage of long-term 
absentees after moving up a grade, from the sixth year of elementary school to the first year of 
middle school.

研究分野： 公衆衛生学

キーワード： 学校保健

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、島根県出雲市立第一中学校区の小・中学生を対象とし、家庭環境因子、学校環境因子、社会環境因
子、宿主因子と生体内ストレス指標及び長期欠席との関連を横断研究、縦断研究により解明した。本研究調査・
解析について、疫学・社会医学の専門家はもとより、看護学、精神医学、教育学の専門家による連携を組み実施
した。長期欠席者の実態の把握とともに、長期欠席に関連する要因を多角的に検討した上で明確にした。その結
果に基づいて長期欠席者の早期発見と管理体制を示唆し、社会還元することにより、わが国における小・ 中学
生の長期欠席者減少に向けた有効な対策の確立を目的とした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



１． 研究開始当初の背景 
出雲市一中校区すこやか委員会は、2008 年度から現在まで 12 年間にわたり、校区内の保育

所、幼稚園、小・中学校の児童、生徒を対象に、生活に関するアンケート調査を実施している。  
申請者らは、2008 年度の生活に関するアンケート調査成績により起床気分と情報機器利用と

の関連を解析した。その結果、起床気分が悪いオッズ比(95%信頼限界)は、起床時刻が午前 6 時
30 分以降の者で 1.96(1.54-2.48)、就寝時刻が午後 10 時以降の者で 2.49(1.91-3.25)、睡眠時間
が 8 時間未満の者で 1.92(1.46-2.53)、テレビを 1 日 2 時間以上見ている者で 1.51(1.23-1.85)、
ビデオゲームを 1 日 30 分以上行っている者で 1.50(1.20-1.87)、パソコンを 1 日 30 分以上行っ
ている者で 1.35(1.04-1.74)となった。起床時刻及び就寝時刻が遅い者、睡眠時間が短い者、情報
機器利用時間が長い者は、起床気分が悪い者が有意に多いことが示唆された(文献 1)。 
次に申請者らは、中学生における情報機器利用と長期欠席者の関連性について解析した。対象

者は 2008 年度の中学生 632 名である。1 年間に 30 日以上欠席した長期欠席者は 17 名(2.7%) 
であった。長期欠席者であるオッズ比(95％ 信頼限界)は、起床時刻が 6 時 30 分以降の者で
OR=14.43(3.88,53.70)、ゲーム時間が 1 日 30 分以上の者で OR=4.03 (95%CI=1.31,12.39)と
なった。起床時刻が遅い者、ゲ－ム時間が長い者は長期欠席者が多い傾向が認められた(文献 2)。 
申請者らのこれまでの調査・検討から、わが国の小・中学生における長期欠席者の減少の為に

は、多分野の専門家で連携した多角的な検討の結果に基づく対策の立案が必要であると考えた。 
 
２．研究の目的 
わが国の解決すべき大きな課題である長期欠席者減少に向けて、本研究では、出雲市教育委員

会、出雲市学校保健会、出雲学校医会、出雲市立第一中学校区すこやか委員会の協力を得て、島
根県出雲市立第一中学校区の保育所、幼稚園、小・中学校の児童、生徒を対象に、疫学資料と欠
席日数の資料を収集する。この資料(家庭環境因子、学校環境因子、社会環境因子)や生体内スト
レス指標についての調査結果と長期欠席に主眼をおいた分析を行い、小・中学生の長期欠席者に
おける関連要因について解明する。その上で、これらの結果に基づき多分野の専門家が長期欠席
者減少のために、早期発見と管理体制の具体的立案を提示･還元する。本研究は島根大学医学部
医の倫理委員会の承認を得ている。  
 
３．研究の方法 
(1)研究対象者 
島根県出雲市立第一中学校区は小学校が 3校、中学校が 1校、幼稚園が 4園、保育所が 8施設よ
り構成されている。2019 年度は 2,462 名の乳児、幼児、児童、生徒が参加した。 
(2)疫学調査  
自記式質問票「生活に関するアンケ－ト」から家庭環境因子、学校環境因子、社会環境因子(情
報機器利用)について疫学資料を収集する。質問項目は性、学年、学校名、家族との関係、友人
との関係、情報機器利用時間(平日のテレビ視聴、ゲ－ム機器の使用、携帯電話の使用、パーソ
ナルコンピュータ－の使用)である。学校担任が質問票を配布して、児童本人がその場で記入回
答を行い、回収する。保育所、幼稚園の乳児、児童は、保護者が記入した。疫学資料の信頼性を
高めるために、各学校において共通の質問票と共通の質問マニュアルを使用し、標準化された自
記式質問票調査を実施する。 
(3)生体内ストレス指標の調査  
出雲市教育委員会、出雲市学校保健会、出雲学校医会の協力を得て、対象者にストレス評価指標
としてコルチゾールを測定する。血液は空腹時(8:30-9:30)に 5cc 採血する。採血後、遠沈し血
清を分離する。-80 度にて保存し、3 ヶ月以内に測定を行う。ストレス評価指標の有効性と正確
性を保持するため、これらの測定は同一測定者が同一測定装置を利用して実施する。 
(4)欠席日数調査:長期欠席者の把握  
出雲市立第一中学校区すこやか委員会の協力を得て、年間の欠席日数の疫学資料を収集する。欠
席日数が 30 日以上のものを長期欠席者とする。 
(5)長期欠席者の早期発見、管理体制の確立に関する提言 
調査解析結果に基づき疫学・社会医学(公衆衛生学・法医学)・精神医学・教育学の専門家からな
る本研究グループが小・中学生における長期欠席者の早期発見についての指針と管理体制の確
立に関する提言を具体的に行う。この提言を出雲市立第一中学校区の教育関係機関に示唆する
とともに、島根県教育委員会等にも還元する。 
 
４．研究成果 
(1)2008 年度から 2017 年度までの「生活に関するアンケート」の解析(文献 3) 
2008-2017年度までの10年間のアンケート結果を前期(2007年-2012年)、後期(2013年-2017年)
の5年ずつでまとめ検討した。その結果、中学生では①朝6時30分までの起床割合は前期33.6％、
後期 43.8％、②夜 11 時以前の就寝割合は前期 47.4％、後期 52.2％、③朝元気な割合は前期
62.4％、後期 61.7％、④テレビ視聴時間は減少傾向であったがゲームやスマートホン使用時間
は増加傾向であった。 
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(2)中学生の生活習慣と血液検査の関連性の検討(文献 4) 
血清コルチゾールと生活習慣の関係を検討した。2016 年に中学 1 年生の 140 名を解析対象とし
た。起床時間、睡眠時間、スマートホンの利用時間を質問票で収集した。血液検査で生物学的ス
トレス指標である血清コルチゾール値を測定した。血清コルチゾール値と起床時間、睡眠時間、
スマートホンの利用時間は有意な関連性を示した。多変量解析により、血清コルチゾール値が高
い者は有意に起床時間が遅く、睡眠時間が短かった。血清コルチゾール値は中学生の規則正しい
生活習慣と関連があることが示された。 
 
(3)長期欠席者の解析 
(目的)平成２7 年度から平成３０年度まで出雲雲一中校区における小・ 中学生の長期欠席者を
年次別、学年別に検討した。(対象者)平成２7年度から平成３０年度まで出雲一中校区の小・中
学校に在籍している小学６年生から中学３年生までの児童・生徒を研究対象者とした。(長期欠
席者)１年間の欠席日数は一中校区すこやか委員会の協力により収集した。１年間の欠席日数が
３０日以上のものを長期欠席者とした。(結果と考察) 平成２７年度から平成３０年度までの対
象者は２７３９名、長期欠席者数は１４７名、長期欠席者の割合は５．３％(１４７／２７３９)
であっ た。年次別に長期欠席者の割合をみると、平成２７年度で４．４％、平成２８年度で４．
５％、平成２９年度で５．９％、平成３０年度で６．８％と年次の推移 に従い増加している。
スマホを含めた情報機器利用時間の増加との関連が示唆される。学年別にみると小学６年生で
３．７％、中学１年生で６．１％、中学２年生で６．２％、中学３年生で５．３％であった。小
学６年生から中学生に進級後に長期欠席者の割合が増加した。小学校から中学校に進学するこ
とに伴う、学校 環境因子、社会環境因子の変化との関連が示唆される。⑤(結論)長期欠席者の
割合は年次推移に伴い増加した。学年別には小学 6年生から中学 1年生に進級後、増加した。 
 
(4)長期欠席者を予防するためには、幼少期からの規則正しい生活習慣と生活時間を自己管理す
る能力の向上が重要であると考える。 
①令和 1 年 7 月 4 日、一中校区すこやか委員会第一回総会で島根大学医学部精神医学講座の橋
岡禎征講師は「中学生を脅かすゲーム障害」の講演を行った。養護担当教員、学校医、学校運営
理事、PTA 関係者が受講した。 
②令和 2 年 3月に「出雲一中校区地域運営ブロック協議会だより」に本研究結果に関する記事を
掲載した。 
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